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１.　安全のための注意

取扱説明書に従って有資格者が設置・始動・保守点検を正しく行なうことにより、これらの商品が安全に稼動で
きます。配管および工場建設の工事説明書・安全のための注意に従って、適切な工具を使用し、安全設備を備
えて、行なってください。

遮断
遮断弁を閉じると、システムの他の部分あるいは人体に危害がおよぶことを考慮してください。ベントあるいは
保護機器、警報機を遮断することは、大変危険です。システムへの衝撃を避けるために、遮断弁の開閉はゆっく
りと行なってください。

圧力
保守を始める前に、配管内にどのようなものが残留しているか、あるいは流れていたかを十分に確認してくださ
い。圧力を遮断して、安全に大気圧まで排気されているか確認してください。スパイラックス・サーコのDV型ブ
ローダウン・バルブを取り付けると、簡単に行なうことができます。（詳細は別の資料をご覧ください。）圧力計
がゼロを示しても、システムの圧力が完全に抜けたと思わないでください。

温度
火傷の危険を避けるため、温度が常温になるまで作業を休止してください。必要ならば防護服（防護眼鏡を含
む）を着用してください。

廃棄
リサイクルできます。廃棄の際は適切な処置を行なうことにより環境汚染を生じることはありません。
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2.	 商品仕様

口径及び配管接続 	
LCV1型　15A～80A　ねじ込み　Rp または NPT

圧力/温度限界 (ISO 6552)

最高本体定格	 PN16

PMA	- 最高許容圧力	 1.6 MPag	 (232 psi g)

TMA 	- 最高許容温度	 250°C	 (482°F)

PMO 	- 最高使用圧力	 1.4 MPag	 (203 psi g)

TMO 	- 最高使用温度	 250°C	 (482°F)

最高テスト圧力	 2.8 MPag	 (406 psi g)

使用限界

概要
LCV1型は青銅製のリフト式逆止弁です。水平配管に接続して使用します。
注記: 詳細は、技術資料TI-P029-01をご参照ください。

				    この商品はこの領域では使用できません。

*PMO	飽和蒸気での最高使用圧力は1.4MPagです。
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圧力　MPag

温
度
　

 °C

飽和蒸気
温度曲線

  0         0.2      0.4        0.6      0.8       1.0       1.2      1.4*     1.6
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材質

部品	 材質

本体	 青銅鋳物	

コーン	 真ちゅう	

キャップ	 真ちゅう	

スプリング (80Aのみ)  	 ステンレス鋼	

Kv値

口径	 15A	 20A	 25A	 32A	 40A	 50A	 80A

	Kv	 1.9	 4.3	 8.5	 11.9	 18.8	 30.8	 68.4

変換方法: Cv (UK) = Kv x 0.963 		  Cv (US) = Kv x 1.156

開弁圧力 （mbar）
スプリングなし

	→流れ方向
口径	 15A	 20A	 25A	 32A	 40A	 50A	 80A

→	 6.2	 7.4	 6.5	 7.1	 7.1	 6.9	 -

スプリング付きの場合、開弁圧力はスプリング力に相当します。

3.　設置
注記：設置の前に章１の‘安全のための注意’をご覧ください。

取扱説明書、銘板および技術資料を参照し商品が目的に合っているか確認します。

・　	材料、圧力、温度およびそれらの最高値を調べます。商品の最高使用限度が取り付けるシステムの限度	
	 より低い場合は、過剰圧力を防ぐ安全装置が備わっていることを確認します。
・	 設置場所および流体の流れの方向を決めます。
・	 すべての接続部の保護カバーを取り外します。
・	 LCV1型は、キャップを上にして、水平配管に設置してください。
・	 噴出型のスチーム・トラップ（ディスク式およびバケット式）の前に設置する場合、トラップの出口の二次
	 側から少なくとも1m離して、LCV1型は設置してください。
・	 スチーム・トラップが背圧のあるドレン戻りラインに排出している場合、必ずスチーム・トラップの二次側
	 に逆止弁を取り付けてください。

4.　始動
設置あるいは保守の後、システムが完全に機能していることを確認します。警報機あるいは保護機器のテスト
を実施します。

5.　運転
LCV1型は、リフト式逆止弁で、矢印の方向（本体に表示されています）に流体が流れるように制御し、逆流を防
ぎます。

6.　保守
この商品は保守不要です。故障した場合、バルブすべてを交換しなければなりません。

7.　予備部品
この商品には予備部品はありません。

新しい商品の注文方法
例：25A、Rp、LCV1型逆止弁・・・1個
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お問い合わせは下記営業所もしくは取扱い代理店までお願いいたします。

本社･イーストジャパン・ノースジャパン 
■電話（フリーダイヤル）		  ■FAX	 ■住所
　技術サポート：0800-111-234-1	 　(043)274-4818	 　〒261-0025	 千葉市美浜区浜田2-37
　ご注文・お問合せ：0800-111-234-2	

ウエストジャパン
■電話（フリーダイヤル）		  ■FAX	 ■住所
　技術サポート：0800-111-234-1	 　(06)6681-8925	 　〒559-0011	 大阪市住之江区北加賀屋2-11-8
　ご注文・お問合せ：0800-111-234-3			   北加賀屋千島ビル203号

取扱説明書の内容は、製品の改良のため予告なく変更することがあります。










